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１，はじめに
私たちは２００６年８月７日から１１日にかけて京都大学理学研究科附属花山天文台

で、太陽の物理観測を行った。８月１０日２時３０分頃( 、ほぼ太陽面の東端に小さUT）
い生まれたてと思われる黒点群を見つけた。Ｈα像では東西の黒点間に黒い筋模様が見ら
れた。この黒い筋模様は黒点を結ぶ磁束管と見られ、もともと太陽内部の対流層で作られ
たものが表面に浮上してきたものと考えられている。このような領域を浮上磁場領域と言
い、黒い筋模様はアーチ・フィラメント・システム（ ）と呼ばれている。 の中央AFS AFS
部では約１０ｋｍ ｓの速度の上昇流が、フィラメントの足下では約３０～５０ｋｍ ｓの/ /
下降流が見られるらしい。私たちはそこでＨα線を用いて浮上磁場領域の視線速度の分布
を調べた。

２，観測装置について
花山天文台の７０ｃｍのシーロスタット望遠鏡と付属の高分散分光器（スリット幅５０

μｍ、焦点距離２０ｍ、分解能５０万）を利用した。得られたＣＣＤ画像はすばる画像処
理ソフト マカリで数値化した。

４，原理
の視線速度についてはドップラー効果によるＨα線の変位量から求めた。AFS

km/ km/変位量をΔλ Å としＨα線の静止波長をλ Å 光速をｃ ｓ 視線速度をＶ（ ） （ ）、 、
ｓとするとドップラー効果の式が次のようになる。

Δλλ＝Ｖｃ/ /
この式でΔλを測定すると視線速度Ｖが求まる。

５，観測
観測時刻（日本時間）２００６年８月１０日２時２５分( )から１５分UT

２００６年８月１１日０時４２分( )から７４分UT
NONA0904対象 黒点群

図１ スリット上のＨα画像（２００６年８月１０日２時２５分( )）UT
スペクトル画像とスリット上の位置関係が対応している。



図２ 図１の画像データから
作ったスペクトルトレース

６，結果

図３（左）８月１０日２２時５０分( )の黒点 周辺の α Åの画像（飛UT NONA0904 H -0.5
騨天文台 望遠鏡の観測画像より）SMART
図４（右）８月１１日０時４２分( )～の観測から得られた視線速度UT

８月１０日２時２５分( )から１５分間の３個の観測結果から、UT
km/s東側；－０．７

km/s km/s中央；＋１４．５ 、＋１５．４
西側；観測できなかった。
８月１１日０時４２分( )から７４分間の１２個の観測結果から、磁束管視線速度の平UT
均値は
東側；－２．１㎞ (±１．１３㎞ 、/s /s）
中央；＋１３．１㎞ (±２．８ 、/s km/s）

/s西側；＋０．５㎞
この事からAFSの中央部分では赤方変位が観測されたが、斜めから見ている事を考える

と、上昇流であることが分かる。 の両端では下降流の方向が視線方向と垂直であるAFS
と考えられるので、視線速度が大変小さくなっていると思われる。
この黒点は発達しているように見えるので、もしかすると も活動領域になっていAFS

るのかもしれない。

７，感想謝辞
、 。 、 、今回 初めて太陽の観測をさせて頂いた 理解しにくい箇所もあったが 黒点の成長や

太陽の表面でおきるさまざまな現象など、興味深いこともたくさんあった。また、普段は
使うことの出来ない機器も使わせて頂き、本当に良い経験になったと思う。
様々な場面でご指導、サポートして下さった京都大学附属花山天文台の皆様に感謝致し

ます。
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